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命名の言語間対照を目的とする概念の体系

大 島 中 正

【キー ワー ド】 単 語の名づ け的意味,命 名単位,命 名者 の発想法,概 念の体系,対 照

語彙 論

1.は じ め に

玉村 文郎(編)『 新 しい 日本 語研究 を学ぶ人 のため に』(1998年,世 界 思想社)の

「序論」で は,対 照言語学 の流れ についての概観が なされ,今 後の重要課題が次 のよ

うに述べ られてい る。

さて,対 照言語学 は外 国語教育 を土壌 として成長 してきた ことか ら,教 育 のた

め の手段 と見 られがちで あるが,そ れ 自身,言 語学 の独立 した1部 門である。部

分 的 ・断片的であった研究や方法論の確かでない研究 を反省 しつつ体系化 ・科学

化 を図 ることが,今 求められ てい る。1言 語を科学 的に分析 し記述す ることさえ

容易で ない課題であるか ら,そ れ を他言語 との対照 におい て完成す ることは,な

お さら容易な ことではない。 しか し部分部分の積み重ね は,途 は遠 くとも可能な

はずで ある。個々の言語 と日本語 の対照 を,一 貫 した分析手続 きに よって,な る

べ く全 面的な ものにする ことを目指 さなけれ ばならない。(同 書七頁,傍 線 は本

稿筆者が施 した。)

語彙 の分野 に限 って も,一 貫性 のあ る分析手続 きによって全体 を指向す る記 述が求

め られ な けれ ぼ な らな い。 本稿 は,命 名 行 為 お よ びそ の 結 果 で あ る命 名単 位

(namingunit)に つ いての言語 間対照 を行 うため の中間項 として有効 な概念 の体系 を

提示 しよ うとす るものである。

2.命 名 の 言 語 間対 照

まず 最初 に,「命名 の言語間対照」 の研 究対象 について述べ てお こう。 「対照語彙
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論」 あるいは 「語彙 の言語 間対照」 と言わず に,「命名 の言語 間対 照」 と言 うのは,

「対照語彙論」の一領域 として 「命名 の言語 間対照」を位置づ けるこ とがで きると考

えるか らで ある。対照語彙論の主要な対象 となる言語単位 は,語 彙 の要素で ある単語

で あるが,単 語には,高 橋太郎(1996)に も述べ られているよ うに,名 づ け的な意味

を もつ,名 詞 ・動詞 ・形容詞 ・副詞(陳 述副詞 を除 く)と,陳 述副詞 ・接続詞 ・感動

詞 などの よ うに,名 づ け的 な意味を もたない ものとがある。命 名 とは,命 名者が,現

実 の世界 また は観念 の世界 において認 識 した 「多 くの事物や事 象の中か ら,個 々の事

物 ・事象だ けに属する臨時的 な性質 とか偶然 の特殊性 とか個別 性 とかを捨 てて,共 通

内容 を抽象 して得 られ る一般表象」1)である 「概念」 に対 し 「単語」 また は 「語結合」

を与 える行為であ る。 したが って,命 名の言語 間対照では,名 づけ的意味 をもつ単語,

す なわ ち名詞 ・動詞 ・形容詞 ・陳述副詞を除 く副詞お よび,そ れ らか ら構成 され る語

結合 を対象 とす ることになる。 なお,従 来,命 名論 においては,三 宅鴻(1976)の 言

う指示(denote)す る単語,す なわち人名 ・地名 ・作品名 ・商 品名 な どが主 な対象 と

されて きたが,命 名の言語 間対照では,そ れ らばか りでな く,同 じく三宅鴻(1976)

の言 う表示(signify)す る単語であ る共通名詞や動詞 ・形容詞 ・陳述副詞 を除 く副詞

を も対象 とす る。 また,林 四郎(1982)に おいて感動詞 ・接続 詞 ・陳述副詞 ・助詞 ・

助動詞 とと もに 「辞」 とされた,「 コソア ドの代名詞」・「コソア ドの連体詞」(両 者は,

ともに 「実辞Jに 分類 され てい る)お よび 「コソア ドの副詞」(感 動詞 ・接 続詞 ・陳

述副詞 とと もに 「虚辞」 に分類 されている)は,名 づ け的意味を もたない単語 と考え,

対象外 とす る。

次 に,命 名の言語間対照 の課題 についての私見 を述べよ う。命名 の言語 間対照は,

複数の言語 間において,概 念 と,概 念 に与 え られ た 「名」である 「命名単位」 との関

係が どの ように相違または類似す るのかを記述す ること,さ らには,同 類 の概念 に対

応す る個hの 命名単位か ら推測 で きる,命 名者 の発想 法2)につ いてその類似点 と相違

点 とを とらえる こと,た とえば,日 本 語の 厂天の川」 と英 語の"MilkyWay"と で は

命名の際の,命 名者の発想法が どの ように違 っているのか とい うことを記述す ること

が主要な課題であ ると考 えられ る。
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3.概 念 の体系

本稿 で提 示す る,概 念 の体系は,対 照語彙論の一領域であ る,命 名の言語間対照 の

た めの ものであ るが,国 立 国語研 究所の 『分類語彙表1(林 大担当)と は違 い,品 詞

論的分類 は行わない。なぜ ならば,同 類の概 念に対応す る命名単位 であ って も,言 語

によって,そ の命 名単 位 が単語 で あった り,語 結合 で あった り(た とえば英 語 の

"thirsty"・中国語の 〈渇〉 と日本語 の 「の どがかわいている」 など)す る ことや
,単

語であ って もその品詞 が異 なること(た とえば中国語 の形容詞 〈斜〉 と日本語の 「斜

めであ る,傾 いてい る」など)が あ るか らである。同一 の言語の内部で も,村 木新次

郎(1996)も 指摘す るよ うに,同 類の概 念 に対応す る単語 の品詞が異な ること(た と

えば,動 詞 「痛む」の 「昨夕 は奥歯が ひどく痛んだ」 と形容詞 「痛い」の 「昨夕は奥

歯が ひど く痛か った」 な ど)も あ る。同類の概念 に対応す る命名単位が単 語か語結合

か とい うこと,さ らには,そ の単語(ま たは語結合 の構成要素であ る単語)が それぞ

れ の言語 において どのよ うな品詞 に属す るのか とい うことは,い ずれ も命 名の言語 間

対照 にとって興味深い問題で ある。

まず,わ た くしが考 える分類の原理 について説明 しよ う。現実の世界であれ,観 念

の世界で あれ,そ こに生起す るさまざ まの事態を,言 語 の使い手であ る人間は,文 に

よって表 現 し伝達 してい る。その文 に表現 されてい る事態 の側 面の 中で,「 存在」・

「性 質 ・状 態」・「運動」 の主体で ある もの にまず着 目した い。そ こには,言 語 によっ

て認識 し思考 し伝達 し創造す る3)主体で あ る 【人間】(以 下,本 稿 で は,概 念 の名称

を 【 】で囲 って示す ことにす る)を 見いだす ことがで きる。そ して,そ の 【人間】

以外の ものと して,人 間をと りま く自然環境 と,人 間が 自然環境 もしくは他の人間に

働 きか けることによって作 り出した もの(組 織 ・記号 ・道具 ・作品な ど)と を考 える

こ とが で きる。前者を 【自然 環境 】,後 者を 【社会環境】 と仮称す るこ とに したい。

た とえば,日 本語の 「いね」 は 【自然環境】に 「こめ」・「めし」 は 【社会環境 】にそ

れ ぞれ属 す る実体概 念 に対応 す るとい うことになろ う。 「いね」・「こめ」・「め し」 の

三者 に対 応 し得 る英語の'rice,は 【自然環1【 社 会環境】の両方 に属 す るこ とに

なる。

【人 間】・【自然環境】・【社会環境 】の三者のそれぞれ につ いて,【実体 】・【部分 ・
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側面】・【存在】・【性質 ・状態】・【運動】 といった五種類の概念 を考 えてみ ることにす

ると,概 念の体系 の大分類 は次の ようになる。(以 下,表 記上 の便宜 のため,【 自然環

境】・【社会環境】 をそれぞれ 【自然】・【社会】 と略記す る)

A・1【 人 間 の 実 体】B・1【 自然 の 実 体】C・1【 社 会 の 実 体】

A・2【 人間の部分・側面】B・2【 自然の部分・側面】C・2【 社会の部分・側面】

A・3【 人 間 の 存 在】B・3【 自 然 の 存 在】C・3【 社 会 の 存 在】

A・4【 人間の性質・状態】B・4【 自然の性質・状態】C・4【 社会の性質・状態】

A・5【 人 間 の 運 動】B・5【 自 然 の 運 動】C・5【 社 会 の 運 動】

以下,日 本語 の語彙 に属す る個々の要素を上記 の概念 によ って どのよ うにとらえる

ことがで きるかを,具 体例 を示 しつつ見てい くこととす る。

【人 間】(A・1～A・5)は,林 四郎(1982)に な らえば,【生 物 人】 と 【社会

人】 とに分 けるこ とが で きよ う。【生物 人】の 【実体】 を表す命 名単位 としては 「人

間 ・ヒト」 とい った単語 をは じめ,「男 ・女」 といった性 の別や 「お とな ・こども」

といっ た成 長段 階 に着 目 した ものが あ る。 「社 会 人」 の 【実体】 には,「 夫 ・妻」

「敵 ・味方」等 の種 々の人 間関係 や身分 ・職業 を意味す る単語 な どがある。同 じ 「人

間」 とい う単語で あって も,「人 間の先 祖 は猿だ。」 とい う場 合 の 「人 間」は 【生物

人】 の 【実体 】であ り,「あいつ は人間がで きてい る。」 とい う場合 の 「人間」 は 【社

会人】 の 【部分 ・側面】(A・2)で あ る と考 え られ よ う。 【人間 の部分 ・側面】は

【生物人】で あれ ば,「頭 ・胴 ・手 ・足 ・目 ・耳 ・鼻 ・口」等 の身体部位名や 「汗 ・

血」 あるいは 「身のこな し ・フッ トワー ク」 な どが考 え られ,【社 会人】であれば,

「性格 ・人物 ・人望 ・気性 ・気持 ち ・思いや り ・や さしさ ・強さ ・向上心 ・協調性 ・

知識欲 ・洞察力 ・語学力 ・アイデンティテ ィー」等 々,人 間の性格 ・能力 な どに関係

す る単 語が考 え られ る。 「姿勢」 な どは,【生物人】・【社 会人】いずれ の 【部分 ・側

面】 として も位置づ け ることがで きよう。 【存在】 を表す 「あ る ・ない」や 【性質 ・

状態】 を表す 「高い ・低 い,富 む ・欠 ける」等 と 【人 間の部分 ・側 面】を表す る もの

とを組み合わせて,人 物 を評価す る表現を構成す ることので きる場 合がある。 【存在】

を表す単語は,【 人間】・【自然】・【社会】の別を問わず,「 あ る ・ない」に代表 され る

比較的少数の単語 に限 られ よ うが,合 成名詞に見 える 「～付 き ・～入 り,～ 抜 き,～

無 し」等 は,【存在】 と考 えてよい のか もしれない。 【人 間の性質 ・状態】の場合 はど
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うであ ろ うか。 【生物 人】で あれば 「痛 い ・かゆい」の ような感 覚形容 詞が,【 社会

人】で あれば 「うれ しい,か な しい」のよ うな感情形容詞がそれぞれの代表 的な命名

単位 とい うことになろう。命名単位 が語結合で あるもの もある。た とえば,先 にふれ

た,【 人間 の部分 ・側面】 を表す単語 と 【存在 】の 「ある ・ない」 とを組 み合わせた

ものの他 に,同 じく 【人間の部分 ・側面 】を表す単語 と 【性質 ・状態 】を表す単語 を

組 み合 わせた 「背が高 い ・背が低 い」,「気が強い ・気が弱い」 や 【運動】 と組み合わ

せた 「の どがかわ いてい る」,「腹がへ ってい る」等が ある。 語結合 「腹 がへ ってい

る」は,単 語 「空腹(だ)」 と同類 の概念 に対応す ると考え られる。 【人間の運動】 も

【生物 人】であれば,「寝 る ・起 きる ・妊娠(す る)・出産(す る)・病気(に なる)・

風 邪(を ひ く)・汗 をか く」等 の ような生理現象 に関す る単語 や語 結合 が主 な命名単

位 である と考 え られる。「汗をか く」 とい う語結合 は,【生物人】の 【部分 ・側面1に

属 す ると考 えられ る 「汗」 を構成要 素に もってい る。【社 会人】の 【運動 】 には,そ

の下位 概念 として,【記号 の使い手 としての運動】【日常 生活におけ る運動】 【職業生

活にお ける運動】 【余暇活動に おける運動】等 が考 え られよ うが,本 稿 ではその名称

をあげる にとどめてお く。

【自然】(B・1～B・5)は,【 時間】 と 【空 間】 とに大 きく下位 区分で きよう。

【時間】 の 【実体】 と しては,「 とき ・時 間 ・時代」 とい った単 語 をは じめ,「 春 ・

夏 ・秋 ・冬」 のよ うな季節 を表す単 語や,「 とし ・つ き ・ひ ・週 ・としつ き ・歳月」

な どの単語が ある。その 【部分 ・側面】 としては,「年頭 ・年 末」 といった合成語や

「年のは じめ ・年 の暮れ」 といった語結合が ある。 【性質 ・状態 】に属す る単語 とし

ては 「はやい ・おそい」 とい った形容詞が代 表的な単語 か と思われ る。 【運動】につ

いて も,「たつ ・すぎる,あ ける ・くれる」 といった 自動詞が代 表的な単語で あろう。

「(夜が)明 ける ・(日が)暮 れ る」 に対す る 「(夜を)明 かす ・(日を)暮 らす」 は

【人 間】 の 【日常 生活 におけ る運 動】 に属 す る と考 えられ る。 【空 間】 は,林 四郎

(1982)に ならえば,【 天】 と 【地】 に下位 区分す ることがで きる。 【天】 の 【実体】

と して は,「 日 ・月 ・星 ・太 陽 ・地球」 の よ うな 【天体 】 を表す単 語 と 「雨 ・雪 ・

風 ・霧,朝 焼 け ・夕焼 け」 のよ うな 【天象】 を表す単語 とに,さ らに区分す ることが

で きよ う。一方,【地】 の 【実体 】を表す もの としては,「海 ・陸 ・山 ・丘 ・川 ・森 ・

林」 のよ うな 【天然 の地相】を表す もの と 「田 ・畑 ・道 ・橋 ・庭 ・ダム ・スキー場」
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のようないわば 【人工の地相】 とで も言える概念 に対 応す るものを考 えることがで き

るが,後 者 は 【社 会の実体 】 に含 まれ るべ きか もしれ ない。 このほか に,【 地】 の

【実体】 には 【地相 に存在 す る天然 の物】であ る 【(人間以外 の)動 物】・【植物】・

【鉱物】 とい う下位概念 を立て なけれ ば ならない。 【天】 の 【部 分 ・側面】 としては

「上 ・下,前 ・後 ろ,右 ・左,東 ・西 ・南 ・北」の ような方 向 ・方角 を表す単語があ

る。「北極 ・南極 ・赤道」な ども 厂地球」 の 【部分 ・側面】 とい うこ とになるか もし

れ ない。 【地】 の 【部分 ・側 面】 と しては 「い ただ き ・ふ もと,山 頂 ・山麓,海 面 ・

海底 ・海抜」等の 【地相】の 【部分 ・側面】 を表す単語,お よび 【(人間以外 の)動

で物】 や 【植 物】 の 【部 分 ・側 面】 を表 す 「め(目/芽)・ は(歯/葉)・ み(身/

実)・ 鳴 き声,年 輪」等 の ような単語が ある。先 にふれた 【天象】 に対 して 【地象】

な る概念 をたてれば,そ こには 「地震 ・津波 ・洪水 ・雪崩」等が含 まれ るだ ろうが,

これ らは 【運動】 に属す るべ きものか もしれ ない。次 に,【性質 ・状態】 にうつろ う。

【天】のそれと しては 「暑 い ・寒 い」 のような気温に関す る形容詞が代表的な単語で

あろ うか と思われ る。一方 の 【地】 は,【社会】の 【性 質 ・状態】 と同様,【 人間】 の

【感覚】や 【感情】を表す ものを除 く,種 々の単語な らびに語結合が存在す ると考 え

られる。【運動】 はどうであろ うか。 【天】 の 【運動】 としては,「(雨/雪 が)降 る ・

(風が)吹 く,(雨/雪/風 が)や む」 のような動詞が代表的 な単語であろ うが,こ の

よ うな天象 について,そ の 【実体】 と 【運動】のそれ ぞれ に別別 の命名単位を有す る

場合(た とえば,日 本語 の 「雨」 と 「降 る」や 中国語の 〈雨〉 と 〈下〉)と そ うで な

い場合(英 語 の"rai㎡'な ど)と が あ るこ とは,命 名 論的 に興味 深 い現象 であ る。

【地】 の 【運動】には,人 間以外 の動物や植物な どの運動,お よび海や陸で発生す る

種 々の 自然の 【運動】 に与え られた命名単位がふ くまれ る。楳垣実(1961)の262頁

には英語におけ る,鳥 や獣を主体 とす る(日 本語で言 えば)「 鳴 く」 とい う 【運動】

に対す る単語の リス トが あが ってい るが,こ の ような言語間対照 を出発 点 として,日

本語 に豊富であ るとされる音象徴語 のよ り詳細な研究がすすめ られ ることになるで あ

ろ う。動物 の鳴 き声 を表 す音象徴 語 は,【地】の 【性質 ・状 態】 に属す ると考 えられ

る。

最後 に,【社会】(C・1～C・5)に ついて概観 しよう。 【社会】(正確 には 【社会

環境】)は,す で に述べ たよ うに,人 間が 自然環境 もしくは他 の人 間に働 きか けるこ
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とによ って作 り出 した ものであ る。その 【実体】 の下位概念を列挙 すれば,【組織】・

【記号】・【道具】・【作 品】(こ こで言 う 【作 品】は広義の もので,芸 術 的な作品のみ な

らず,衣 食住 に関する もの等 を含む)の 四概 念が考 えられ る。それぞれの 【部分 ・側

面】 に対応す る命 名単位 をその 【実体 】 とともに例示すれば,「 会社一本社 ・支社,

部 ・課 ・係」・「記号一 能記(あ らわ し)・所記(あ らわ され)」・「ネクタイー 大剣 ・小

剣 ・小 剣 どめ」・「小 説一 題名 ・作 者 ・主題(テ ー マ)・ あ らす じ(梗 概)・ 登 場 人

物」・「料 理一 素材 ・味 ・におい」 な どのよ うになると考 えられ る。 また,【性 質 ・状

態】 に対応す る単語(「 いい ・わ るい」「わか りやすい ・わか りに くい」 など)は,そ

れ だけで,あ るいは,【存在】に対応す る単語(「 ある ・ない」 な ど)と 同様 に,【部

分 ・側面 】 に対応す る単語(「 規模 ・表音性 ・素材 ・デザ イ ン ・難易度」 な ど)と 組

み合わ さ って,組 織 ・記号 ・道具 ・作 品に対す る評価 の表現 を構成す るこ とがあ る。

【社 会の運動】 に対応す る命名単位の こ とは,あ る事態 を,【人 間の運動 】に対応 す

る命名単位 を素材 として表現するか否か とい った問題 と関係 して くると考 えられ る。

た とえぼ,あ る事態 を 「わた しが お茶 を入れ ました」 と表現す るか 「お茶が入 りまし

た」 と表 現するか という問題である。前者 に見 える 「入れ る」 は 【人 間(社 会人)の

運動 】に対 して与えられた単語であ り,後 者 に見 える 「入 る」 は 【社会(作 品)の 運

動】に対 して与え られた単語である と考 え られる。

4.お わ り に

以上,命 名の言語間対照 のために有効 と考 え られ る概念の体系 の私案 を提 示 し,そ

の輪郭 について述べた。今後 は,実 際に言語間対照 を進めてゆ きなが ら,今 回提示 し

た私案 に修正 を加 えてい きたい と思 う。

また,第2章 でふれた命名者の発想法 については,今 回提示 した私案に修正をある

程度加 えた段階で,記 述 ・考察 を行いたい と思 っている。

注

1)玉 村文郎(1984)48頁 よ り引用。

2)宮 島達 夫(1981)62頁 で は 「その意味づ けのしか た」 とし,(「 表現法」「発

想法」 「とらえかた」「内部形式」 などとい って も,ほ ぼおな じことをさすだろ
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う)と 注記 してい る。本稿 では 「発想法」を使用す るが,今 後,検 討 を加えた

い と思 う。

3)岩 淵悦太郎(1970)「 は しが き」参照。
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